
会派合同研修報告書 
 
１ 参加者  颯新クラブ・藤原正夫・小沢重則 
       無会派  ・滝川美幸 
 
２ 日程   令和５年１０月２３日（月）～１０月２５日（水） 
 
３ 研修先１日目 

北海道伊達市「だて歴史の杜食育センター」 
 “食育を通してからだを育てこころを育てる”をコンセプトに取り

組んでいる給食センターです。 
  学校給食だけではもったいない、防災機能を持たせることはでき

ないか、付帯施設を持たせることはできないか、市民の健康に資

する事業も行えないかという発想のもと平成２４年から事業に着

手。PFI による事業方式を採択し平成３０年１月に事業供用開始。 
 
①学校給食 
 次代を担う子どもたちに安全・安心な学校給食を提供すると共に効

率的な学校給食を実現している。現在伊達市内の（小学校６校、中

学校３校、義務教育学校１校）と壮瞥町内の（小学校１校、中学校 
 １校）に６台の配送車により業務をしている。 
 
②市民の健康増進事業 
 食育レストラン事業「E スプーン」運営 
  地産地消の推進、市民の食育、健康増進、にぎわい創出、高齢者 
  の社会参加、雇用などの効果を挙げている。また学校給食も市民   

に提供している。 
 
③災害時の食糧支援事業 
 災害時には、１日あたり最大９,９００食の炊き出しを３日間可能と

する設備を導入している。 
 
＜感想＞ 
今回の視察研修にあたり事前に質問事項を送らせて頂きましたが、大

変真摯に対応をして頂き有意義な研修になりました。 
本年６月に行われました「地域経済の活性化と行政運営の効率化に向 



けた官民連携の活用」についての勉強会に参加した折に、伊達市の事 
業を知り研修先に提案しましたが、これからの甲斐市の様々な政策に 
参考となる官民連携の必要性を学ぶことが出来たと感じています。 
なお、質問事項と答弁書を参考資料として添付致します。 

 
４ 研修２日目 
  ①防災、減災研修 
  有珠火山科学館、ビジターセンター 
   有珠山は約１１万年前に巨大な火砕流を出す噴火でカルデラがで

き、そこに水が溜りできた洞爺湖の中島が噴火しでき、その後今か

ら約１万年～２万年前に洞爺湖の南岸で噴火が繰り返され出来た

標高７３３ｍの火山です。私達の記憶にある昭和新山など今世紀に

入ってからも度々火山活動が起きており、まさに生きている火山だ

と感じました。 
   有珠山科学館はその火山活動の歴史を後世に繋ぐセンターで、生々

しい火山噴火の様子や、避難する住民の様子を研修しました。 
   また、噴火により火山灰に埋もれてしまった町営団地、温泉施設な

どをそのままに保存してあり自然の脅威を感じました。 
   「有珠山は嘘をつかない」と言われているそうです。其のわけは 
   火山性地震が繰り返されると必ず噴火が起きるとの事です。 
  
  ＜感想＞ 
  富士山は噴火しないと言われ信じてきた私達ですが、近年は近いうち 

に必ず火山活動が始まると懸念されています。火山災害発生時を想定

した防災訓練なども行われる地域もあり、人ごとではありません。自

然災害は避ける事はできませんが、命を守る知恵を学んでおかなけれ

ばなりません。洞爺湖と羊蹄山の美しさは、まさに富士山と富士五湖

と重なり合って見えました。活火山と共に生きる人間の力強さは、過

去の教訓を後世に伝えていく危機管理意識を共有していく事であると

学びました。 
 
 ②アイヌ文化研修 
  ウポポイ国立アイヌ民族博物館（民族共生象徴空間） 
   北海道や樺太など各地で伝承されてきた先住民族アイヌの多様な

文化と復興に取り組んでいます。 
   先住民族であるアイヌの狩猟採集、雑穀農耕や和人との交易などに



よるアイヌ文化は、独特のものだったそうです。 
   博物館は、アイヌの人々の文化・伝承芸能などを伝承しその魅力を 
   伝えています。 
  
  ＜感想＞ 
  つい先ごろ、アイヌ民族・琉球民族の方たちの文化を揶揄する発言 
  をしたことに対して人権を著しく傷つけたとの司法の結論が出まし 
  た。また、テレビ番組でアイヌの若者を取材した特集を偶然に見まし 
  たが、周りの人からの誹謗中傷のなかでの思春期の辛い思い出を淡々 
  と語っている若者の心の傷の深さを垣間見ました。しかしその青年は、 

今自分がアイヌの子孫であることを誇りに思い日々の暮らしを神（カ 
  ムイ）に感謝しながら、狩猟を行ったり、必要なだけの食料をとりア

イヌ文化を伝承していると生き生きと語っていました。 
  私達も多様性を理解し互いに尊敬する努力が必要と感じました。 
 
５ 研修３日目 
  施設見学 
  北海道札幌エスコンフィールド 
   敷地面積 5 ヘクタール、収容人数は３万５千人、最新式球場。 
   日本初の開閉式屋根付き天然芝球場という事でした。 
   また、周辺環境との調和を第一に考え、地域に溶け込むデザイン 
   を強調して作られたとの事でした。 
   見学当日は、大勢の見学者で大変混雑していました。特に修学旅行 
   の学生が多く、電光掲示板には学校名が映し出されて良い思い出に

なったようです。日本経済の低迷下の中で日本の技術水準の素晴ら

しさを感じた施設見学でした。 
 
今回の研修は、これからの市政運営に重要となる公民連携のあり方、自然 
災害への対策、多様性に対する理解の必要性、日本の歴史、文化の伝承の 
正しい理解、日本の建築技術のレベルの素晴らしさなど、多岐にわたる研 
修となりました。自分の目で見ること、現場に足を運ぶ事の大切さを感じ 
ました。今回快く視察研修を受け入れて頂いた皆様に感謝致します。 
                        令和５年 11 月 9 日 
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だて歴史の杜食育センター 

    

  

  
    
   
 
    
   



  2023.10.24 

洞爺湖ビジターセンター  火山科学館 

  
 

   

     



                               2023.10.24                                     2023.10.25 

アイヌ文化ウポポイ      エフビレッジ 

国立アイヌ民族博物館     エスコンフィールド北海道 

   










